全Ｌ協事業２４第２１９号
平成２４年１２月１７日
正会員　各位
（一社）全国ＬＰガス協会

充填カップリングへのグリース塗布等について

　　　　　　　　　　　　　　　　（お願い）
（一社）日本自動車工業会より、次世代ＬＰＧ車両・電子制御式ＬＰＧ液体噴射システムを採用したタクシー等車両（新型セドリック、コンフォート系）において、充填カップリングに塗布したグリースがオートガスに混入して燃料フィルターが目詰まりを起こし、燃料流量不足からエンジン不調（高速走行時の回転数低下やエンストなどのアイドリング不調）が発生することがあるとの報告がありました。
また、オートガス流通経路の何処の段階での混入かは不明ですが、オートガス中に混入した異物が燃料ポンプ内部品の摺動部に入り込み、エンジン不調を引き起こしたと推察される事例があることについても併せて報告がありました。

つきましては、この様なトラブルを未然に防止するため、ＬＰＧスタンドにおいて、充填時にカップリングへのグリースの過剰な塗布等に最善の注意をしていただくよう貴協会会員スタンド、貴社関係スタンドに周知お願い申し上げます。

なお、上記内容は日本自動車工業会の見解で作成されたものであり、当協会としてはＬＰＧ車の不都合解消に協力するとのスタンスでお願いするものであります。

また、本件に関する情報は、今後も適宜お伝えいたします。

以　上

（担当：事業推進部　堀江、島田）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発信手段：Ｅメール）
